
た
か
お
か

2017年　赤い羽根共同募金は70周年
　「じぶんの町を良くするしくみ。」
として地域福祉活動を支援してきた
共同募金は70周年を迎えました。昨
年11月には、長年共同募金運動にご
協力いただいている小学校、中学校
に感謝状を贈呈しました。

ジュニア福祉活動員
第11回 高岡市社会福祉大会
みんなで子育て研修会
地域福祉セミナー
先進地視察研修
ボランティア情報
賛助会費ありがとうございました

この広報紙は一部共同募金の助成を受け発行しています。
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「
ジ
ュ
ニ
ア
福
祉
活
動
員
」
は
、
小
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
活
動
へ
参
加
し
て
も
ら
い
、
将
来
の
地
域
福
祉
活
動
へ
の

一
翼
を
担
う
こ
と
を
期
待
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
で
、
今
年
は
牧
野
小
学
校
と
横
田
小
学
校
の
２
校
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
牧
野
小
学
校
で
は
、
児
童
一
人
一
人
の
社
会
参
加
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
と
し
て
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

牧
野
小
学
校

ジ
ュ
ニ
ア
福
祉
活
動
員
レ
ポ
ー
ト

あ
い
さ
つ
隊

�

堀
田 
優
佳
さ
ん

　

あ
い
さ
つ
隊
で
は
、
牧
野
っ
子
が
誰
に

で
も
進
ん
で
挨
拶
で
き
る
よ
う
に
毎
朝

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
行
っ
た
り
、「
あ
い

さ
つ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
等
の
楽
し
く
挨
拶

が
で
き
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

活
動
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
地
域
の

方
や
来
校
さ
れ
た
方
に
も
進
ん
で
挨
拶
が

で
き
る
牧
野
っ
子
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
挨
拶
の
輪
を
み
ん
な
に
広
め
た
い

で
す
。

図
　
書
　
隊

�

土
部 

江
梨
花
さ
ん

　

図
書
隊
で
は
、
本
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝

え
る
た
め
に
、
１・
２
年
生
に
本
の
読
み

聞
か
せ
を
し
ま
し
た
。
本
を
選
ぶ
時
に
は
、

見
や
す
い
よ
う
に
大
き
い
本
を
探
し
ま

す
。
読
み
終
え
た
後
に
、
１・
２
年
生
の

喜
ぶ
顔
を
見
る
と
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
本
の
お
も
し
ろ
さ
を

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

６
月
15
日
に
、「
ケ
ア
ホ
ー
ム
中
曽
根
」
の

職
員
さ
ん
を
お
招
き
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
23
日
に
は
、
認
知
症
の
方
や
そ

の
家
族
、
支
援
す
る
方
た
ち
が
タ
ス
キ
を
つ
な

い
で
日
本
縦
断
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｒ
Ｕ
Ｎ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ–

Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
２
０
１
６
」（
Ｒラ

ン
Ｕ
Ｎ

伴と
も

）
の
ラ
ン
ナ
ー
を
沿
道
で
応
援
し
ま
し
た
。

�

吉
崎 

光
一
さ
ん

　

僕
は
１
学
期
の
「
認
知
症
講
座
」
で
、
認
知

症
の
方
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
実
演
を
交
え
て

分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
認
知
症
の
方
が
走
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
応

援
で
は
、
６
年
生
全
員
が
沿
道
に
出
て
認
知
症

の
方
を
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
お
年
寄
り
を

敬
う
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

認
知
症
や
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る

こ
と
を
い
ろ
ん
な
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ

ま
し
た
。
僕
も
人
の
た
め
に
働
け
る
人
に
な
り

た
い
で
す
。



■
高
岡
市
長
感
謝
状

　

富
山
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
高
岡
支
部

■
高
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

《
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
》

　

磯
野　

厚
子　
　

大
門　

正
秀　
　

高
橋　

正
志

　

中
嶋　

景
子　
　

形
川　

ユ
キ　
　

古
藤　

勝
己

《
社
会
福
祉
施
設
役
職
員
功
労
者
》

　

金
森　

美
穂　
　

斉
藤
美
千
代　
　

茂
古
沼
江
里

　

吉
田　

勝
代　
　

四
柳　
　

崇

《
社
会
福
祉
団
体
、
関
係
団
体
役
職
員
功
労
者
》

　

竹
守
多
美
子　
　

谷
内　
　

彰　
　

屋
根　

愼
二

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者
》

　

岩
坪　

満
子　
　

押
川　

和
子　
　

栗
本　

弘
二

　

杉
澤　

泰
子　
　

中
山　

里
美　
　

八
坂　

光
子

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
団
体
》

　

あ
わ
ら
町
自
治
会
お
茶
の
間
ク
ラ
ブ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ニッ
ポ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
・
ク
ラ
ブ

�

富
山
拠
点
事
務
所

　

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
高
岡
ふ
し
き
病
院

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　

障
害
者（
児
）生
活
支
援
グ
ル
ー
プ
朋
の
会

　

つ
つ
じ
の
会

　

福
岡
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
「
ふ
く
っ
こ
」

■
高
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
特
別
功
労
表
彰

　

大
塚　

義
弘　
　

笠
島　

淑
央　
　

串
田　

則
子

　

嶋
田　

清
光　
　

中
山　

才
一　
　

松
林　

郁
夫

　

横
山　
　

勲

■
富
山
県
知
事
表
彰

《
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
の
部
》

　

石
本　

達
郎

■
富
山
県
知
事
感
謝
状

《
永
年
勤
続
民
生
委
員
児
童
委
員（
15
年
以
上
）の
部
》

　

井
波　

未
子　
　

今
村　

照
子　
　

大
塚　

義
弘

　

荻
澤　

勝
一　
　

奥
村　

悦
子　
　

柿
原　

常
夫

　

唐
澤　

英
夫　
　

北　
　

正
三　
　

木
村　

重
明

　

亀
遊　

幸
子　
　

米
谷
富
美
子　
　

塚
本　

ス
ヱ

　

圓
池
美
枝
子　
　

能
松　

敦
子　
　

松
原　
　

亨

　

村
谷　

正
芳　
　

安
川　

孝
子　
　

吉
岡　

昌
子

　

吉
田　

秋
夫　
　

若
野　

洋
子

■
富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

《
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
の
部
》

　

川
端　

瑛
一　
　

向
郷　

壽
一　
　

佐
賀　

曉
美

《
社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労
者
の
部
》

児
童
福
祉
施
設

　

大
本　

聡
子　
　

田
辺
か
お
り

　

松
平　

園
子　
　

南　

真
理
子

　

吉
田　

郁
子

老
人
福
祉
施
設

　

茂
古
沼
江
里　
　

四
柳　
　

崇

障
害
者
福
祉
施
設

　

岡
嶋　

雅
弘　
　

澤
田　

光
孝

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

　

堀
岡　

麻
美

市
町
村（
地
区
）社
協
役
職
員

　

坂
本　

恭
子　
　

横
川　

照
子

社
会
福
祉
関
係
団
体
役
職
員

　

炭
谷　

和
子　
　

牧
野　

貞
夫

　

屋
根　

愼
二

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
者（
団
体
）の
部
》

　

う
し
お
新
舞
踊
研
究
会

　

り
ん
ど
う
の
会

■
富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
の
贈
呈

《
名
士
作
家
作
品
展
事
業
寄
贈
者
の
部
》

　

荒
木　

ゆ
み　
　

今
井　

外
男　
　
佐
藤
カ
オ
ル
子

　

澤　
　

大
道　
　

神
保　

成
伍　
　

高
倉　

隼
志

　

氷
見　

長
徳　
　

増
川　

武
雄　
　

村
本　

栄
治

　

山
岸　

忠
彦

■
富
山
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

《
奉
仕
功
労
者
の
部
）

　

近
藤
多
鶴
子　
　

嶋
川
美
和
子　
　

中
谷　

敏
美

《
共
同
募
金
活
動
優
良
地
区
・
団
体
》

　

劇
団
ひ
ま
わ
り
一
座

■
富
山
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状
の
贈
呈

《
篤
志
寄
付
者
の
部
》
個
人

　

上
杉　

清
美　
　

冨
田　

文
夫　
　

林　
　

昭
彦

　

筆
谷　

和
夫

《
災
害
義
援
金
協
力
者
の
部
》
団
体

　

太
田
校
下
連
合
自
治
会

　

株
式
会
社
北
栄
商
会

　

株
式
会
社
渡
製
作
所

　

北
般
若
地
区
自
治
振
興
会

　

木
津
校
下
自
治
連
合
会

　

国
吉
校
下
連
合
自
治
会

　

古
府
校
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

　

佐
野
地
区
自
治
振
興
会

　

成
美
校
下
連
合
自
治
会

　

高
岡
市
博
労
校
下
社
会
福
祉
協
議
会

　

高
岡
市
連
合
自
治
会

　

戸
出
連
合
自
治
会

　

野
村
校
下
連
合
自
治
会
・
野
村
校
下
社
会
福
祉
協
議
会

　

博
労
校
下
連
合
自
治
会

　

東
五
位
校
下
連
合
自
治
会

　

福
岡
町
地
域
自
治
会
連
合
会

　

二
塚
校
下
連
合
自
治
会

　

牧
野
校
下
連
合
自
治
会

　

守
山
地
区
連
合
自
治
会

　

横
田
校
下
連
合
自
治
会

■
共
同
募
金
運
動
70
周
年
記
念

　
富
山
県
共
同
募
金
会
会
長
特
別
感
謝
状
の
贈
呈

《
個
人
の
部
》

　

蟹
瀬
美
和
子　
　

田
中　

弘
毅　
　

綿　
　

昇
三

《
団
体
の
部
》

小
学
校
　
川
原
、
木
津
、
国
吉
、
古
府
、
西
条
、

下
関
、
戸
出
西
部
、
中
田
、
能
町
、
野
村
、
博

労
、
福
岡
、
横
田

中
学
校
　
五
位
、
高
陵
、
志
貴
野
、
高
岡
西
部
、

戸
出
、
南
星
、
福
岡
、
牧
野

高
等
学
校
　
志
貴
野
、
高
岡
、
高
岡
工
芸
、
高
岡

商
業
、
高
岡
西
、
福
岡
、
伏
木
、
高
岡
向
陵
、

高
岡
第
一

支
援
学
校
　
高
岡
支
援
学
校
、
高
岡
聴
覚
総
合
支

援
学
校
、
高
岡
市
立
こ
ま
ど
り
支
援
学
校

保
育
園
・
幼
稚
園
　
高
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
富
山
県
民
会
議
会
長
表
彰

《
個
人
の
部
》

　

中
村　

嗣
男　
　

中
井
奈
津
子

《
団
体
の
部
》

　

町
な
み
を
考
え
る
藤
グ
ル
ー
プ

　

去
る
10
月
３
日
、
高
岡
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
福
祉
関
係
者
２
０
０
人
が

参
加
し
て
、
第
11
回
高
岡
市
社
会
福
祉
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
高
岡
市
長
感
謝
状
の
贈
呈
、
福

祉
分
野
で
功
労
が
あ
っ
た
個
人
27
人
と
６
団
体

へ
の
会
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
高
岡
市
民
病
院
長 

遠
山
一
喜

氏
か
ら
「
超
高
齢
社
会
を
生
き
る
―
老
い
て
か

が
や
き
、
ま
す
ま
す
元
気
―
」
を
テ
ー
マ
に
、

が
ん
検
診
や
か
か
り
つ
け
医
の
必
要
性
に
つ
い

て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
社
会
福
祉
法
人
手
を
つ
な
ぐ
高
岡
の
利

用
者
な
ど
で
構
成
す
る
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ン
ド
に
よ

る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
会
場
全
体
が
和
や
か
な

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
岡
市
社
会
福
祉
大
会
を
は
じ
め
、
様
々
な

大
会
に
お
い
て
表
彰
並
び
に
感
謝
状
を
受
け
ら

れ
た
方
々
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
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第
11
回 

高
岡
市
社
会
福
祉
大
会

第
65
回 

富
山
県
社
会
福
祉
大
会

第
28
回 

富
山
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
会

市長感謝状を受けた富山県理容生活衛生同業組合高岡支部様

ハッピーバンドによる演奏

高
岡
市
社
会
福
祉
大
会

第
11
回

　

全
国
社
会
福
祉
大
会
で
表
彰
さ
れ
た
方

の
う
ち
、
社
会
福
祉
協
議
会
功
労
者
と
中

央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
の
方
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

《
社
会
福
祉
協
議
会
・

�

民
間
会
社
会
福
祉
団
体
関
係
功
労
者
の
部
》

　
　
　
　
　
　
谷
口 

　
猛

■
中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

《
共
同
募
金
運
動
70
周
年
記
念
特
別
感
謝

�

（
奉
仕
）
個
人
の
部
》

　
　
　
　
　
　
齊
藤 

靖
弘

　
　
　
　
　
　
炭
谷 

笙
子

　
　
　
　
　
　
西
森 

絹
子

《
共
同
募
金
運
動
70
周
年
記
念
特
別
感
謝

�

（
寄
付
）
団
体
の
部
》

　
　
　
　
　
　
三
協
立
山
株
式
会
社

平
成
28
年
度 

全
国
社
会
福
祉
大
会

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



　11月30日、高岡市ふ
れあい福祉センターに
おいて、高岡市民生委
員・児童委員委嘱辞令
伝達式が行われまし
た。髙橋高岡市長より
378名の方に厚生労働
大臣と富山県知事から
の委嘱状が渡され、尾
崎憲子高岡市社会福祉協議会長らの祝辞がありました。任期は12
月１日から３年。

　11月28日、高岡市
ふれあい福祉セン
ターにて地域福祉セ
ミナーを開催しまし
た。当日は金城学院
大学人間科学部コ
ミュニティ福祉学科
教授の朝倉美江氏を
講師にお迎えし、『そ
もそも支援とは～新
たな地域包括ケア体
制との関係～』と題
して講演をいただき
ました。
　市内、各校区社会�
福祉協議会や地域福祉に関心のある方104人が参加さ
れ、少子高齢化や認知症高齢者の増加が問題視される
中、社会保障制度も大きな転換期を迎えており、今後
はご近所同士の助け合い『自助・互助』が重要になる
ことを学びました。
　受講された方からは、「これからの地域福祉について、
自分達がどう関われば良いのか、とても参考になった」
や「福祉は個人個人が自分の事として捉え理解する事
が必要。助け合いの仲間を増やそう」との声がありま
した。

　12月３日、高岡市ふれあい福祉センター多目的ホールにおいて、富山
短期大学幼児教育学科 石動瑞代教授を講師にお迎えし、第１部では「子
育て支援で育ち合う！」をテーマにご講演いただきました。第２部では
親子も交え、体験として富山短期大学の学生４名に「手遊び・ふれあい
遊び」を教えていただきました。
　今回の研修会で得た学びが、地域の中で子育て中の親子や地域住民が

気軽に集い、仲間づくりを行う子育てサロンといった支え合い活動の広がりにつながっていくことを期待しております。今後も、
子育て家庭が安心して暮らせるように、地域のみんなで子育てについて考える機会として、研修会を実施していきます。

　10月13日に新しい巡回バスを導入しました。高岡市ふれあい福
祉センターでは、浴室等の施設利用の送迎のため、市内の各地区
（近隣地区は除く）へ巡回
バスを運行しています。新
しいバスは座席の居住性も
向上し大変好評をいただい
ています。運行曜日、時刻
はホームページに掲載して
います。皆さまのご利用を
お待ちしています。

民生委員制度創設100周年 地域福祉セミナー

みんなで子育て研修会

高岡市ふれあい福祉センター、巡回バスを更新

民生委員･児童委員委嘱　　　 伝達式 　  け合いが重要に

地域で子育てを　  える

居住性を向上し、　　　に

　今年度、県共同募金会では、共同募金運動70周年を記念し、多年にわ
たり運動に貢献した小中学校へ会長特別感謝状を贈呈することとなりま
した。高岡市内では、21校の小中学校が対象となり、高岡市共同募金委
員会では、11月14日に社協会館にて感謝状贈呈式を行い、各校代表者へ
感謝状を手渡しました。南星中学校３年の渡辺洋助さんに「一人ひとり
が優しさをもって、社会を変えていく一歩になるよう、これからも学校
をあげて募金活動を継続していきたい」と謝辞をいただきました。
　市内12か所の被助成団体を代表して、ＮＰＯ法人憩いの家の職員より
ありがとうメッセージを発表していただき、小中学校で集めた募金が�
「じぶんの町を良くするしくみ」としてどのような形で地域の中で役立っ
ているのか、具体的にお話ししていただきました。� 【表紙参照】

共同募金活動21校を表彰長年の　　  、ありがとうございます
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で き ご と社協の

考

辞令

快適

運動

助



　10月28日、長野県上田市社協の
役職員23名が視察研修のため、当
社協に来館されました。
　11月10日には、市内校区社協の
代表23名が上田市社協を訪れ、地
域福祉活動などについて学びまし
た。

　新たに介護者を支援する福祉用具等の体験・展示
コーナーを設置し、障害のある方や高齢者の皆様がよ
り利用しやすいように展示レイアウトを見直しまし
た。今後福祉用具の利用をお考えの際には、気軽にご
利用ください。

上田市社会福祉協議会と相互研修

高岡市ふれあい福祉センター、福祉用具展示コーナーリニューアル

地域の福祉　　  を活発に

　　  できる。より見やすく
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■使用済み切手
	 匿　名� 10g
	 あすなろ会（あわら町）様� 30g
	 立正佼成会高岡教会 様� 160g
	 高岡市立西条小学校 様� 35.2kg
	 STメタルズ㈱ 様� 513g
	 JA高岡女性部 様� 4,920g
	 キューカンバー
� ボランティアグループ 様
� 330g
	 吉野　和子 様� 190g
	 匿　名� 207g
■書き損じはがき
	 匿　名� 32枚
	 あすなろ会（あわら町）様� 52枚
■未使用はがき
	 匿　名� 59枚
	 あすなろ会（あわら町）様� 5枚
■ベルマーク
	 匿　名� 少々
	 匿　名� 100g

■貸出用車椅子
	 北陸労働金庫高岡支店
� 地域推進委員会 様
	 山田　喬 様
	 匿　名
■絵　画
	 匿　名
■未使用ポータブルトイレ
	 匿　名
■未使用タオル
	 大島　英子　様

　あさなぎ病院 様� 5,900円
　北陸銀行高岡広小路支店取引先親睦会「北広会」様� 255,170円
　平成28年12月13日現在、27,135,763円になりました。ご協力ありが
とうございました。

　平成28年12月13日現在、108,936,315円になりました。ご協力ありが
とうございました。

　林道美有紀後援会 様� 50,693円

　市社協では、善意のご寄付をお待ち
しています。お寄せいただいた浄財は、
ボランティア活動の推進や、各種社会
福祉事業などに活用させていただきま
す。皆さまの温かいご支援をお願いい
たします。

　10月21日に北陸労働金庫高
岡支店地域推進委員会様(八崎
康夫常任推進委員長)より、「ふ
れあいチャリティー映画大会」
の参加費の一部で車椅子２台を
寄贈いただきました。
　いただいた車椅子は、市内に
在住の方々に貸し出しておりま
すので、是非ご利用ください。

　12月12日、北陸銀行高岡広小路支店取引先親睦会「北広�
会」様（多田慎一会長）より、設立20周年の記念事業として、

会員寄付とガレージセー
ルの売り上げ金の合計
255,170円を寄付いただ
きました。いただいた寄
付金は、社会福祉基金に
積み立て、地域福祉の推
進に活用いたします。

　12月8日に
歌手の林道美
有紀さんの
チャリティー
コンサートの
収益の一部、
50,693円 を
寄付いただきました。当日は林道さんも来所され、歌手活動
の想いを語られました。いただいた寄付金は、当法人の地域
福祉事業に活用いたします。

北陸労働金庫高岡支店地域推進委員会 様

北陸銀行高岡広小路支店取引先親睦会「北広会」様

林道美有紀後援会 様

椅子の寄贈、「有効に使って」

元への貢献

域の福祉活動に

車

地

地

　社会福祉基金は、市内の地域福祉推
進のために、また、ボランティア基金
は、ボランティア活動推進のためボラ
ンティア保険助成、体験普及事業等の
ために使わせていただいております。
　また、社会福祉法人への寄付金につ
いては、寄付をした個人又は法人の確
定申告によって、所得税法や相続税法
又は法人税法により、限度内での寄付
金控除を受けることができます。

福祉への善意
あなたから
平成28年9月10日～12月13日

News of Shakyo● ● ● ●た か お か

▲四輪歩行車、シルバーカー、歩行器を
　誰でも体験できます。

▲係員がていねいにご案内
　します。

シルバーカー、

ベッドリフト、

トイレ等、幅広く

取り揃えています。

活動

体験

社会福祉基金

ボランティア基金

寄付金

収集ボランティア協力 寄付物品

八崎委員長より目録が手渡される
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1回目 	２月10日金 18：30～� 会場▶高岡市ふれあい福祉センター 2階
	 　講義� ……………………… 講師：富山国際大学 教授　村 上 　 満 氏
	 　活動体験団体等の紹介� ………………………………受入れ団体

2回目 	２月上旬～３月中旬　2～3時間程度の活動体験
� 活動場所▶各グループ活動場所（高岡市内）

3回目 	３月６日月 18：30～� 会場▶高岡市ふれあい福祉センター 2階
	 　意見交換会�……………… 助言者：富山国際大学 教授　村 上 　 満 氏

対象▶�高岡市内に居住し、または、高岡市内に勤務している方で定年退
職後等に趣味を活かす活動や生きがい活動をしようと思っている
方やボランティアに興味のある方

募集人数▶20人程度
申込期間▶１月５日（木）～27日（金）

　11月12日に高岡市ふれあい福祉センターにおい
て、「ボランティアで新たな一歩！始めてみません
か！」をキャッチフレーズに髙橋高岡市長、水口
高岡市議会議長、尾崎社会福祉協議会長を来賓に
迎え開催しました。
　会場では、ボランティアグループ、NPO法人、
ボランティア推進校、協賛団体や施設等が日頃の活
動をパネル展示やステージで発表しました。
　体験コーナーでは、参加者たちが点字や手話、音声パソ
コンや工作、ダンス・体操等を真剣な表情で受けておられました。
　また、ボランティアグループの手作り品や新鮮野菜、人形焼きなどの販売コーナーも好評
で、大勢の来客でにぎわっていました。運営スタッフとして愛育園、伏木高校、高岡龍谷 
高校、富山福祉短期大学、ボランティアサポーターの皆さまに参加していただきました。皆さまのご協力もあり、大盛況のうちに
第11回ボランティア広場を終えることができました。参加していただきました市民・関係各位の皆さまに厚くお礼申しあげます。

1回目 	２月10日金 14：00〜16：00
	 「ボランティア活動（入門編）〜ボランティアって何だ？〜」
� 講師：富山福祉短期大学 専攻長・准教授　宮 嶋 　 潔 氏

2回目 	２月24日金 14：00〜16：00
	 「アサーションスキル相手に受け入れてもらいやすい伝え方を考えよう」
� 講師：富山福祉短期大学 助教・訪問看護ステーション管理者　蘭 　 直 美 氏

3回目 	３月２日木 14：00〜16：00
	 「知的障がい者の行動問題の目的に応じた支援」
� 講師：富山福祉短期大学 助教　村 田 泰 弘 氏

対象▶�高岡市に居住し、または市内に勤務
する方で、趣味を活かす活動や生き
がい活動をしようと思っている方や
ボランティアに興味のある方。3回
とも参加できる方。

募集人数▶30人程度
申込方法▶�氏名･住所･年齢･電話番号を、

FAX又はメールで申込む
申込期限▶１月５日（木）～23日（月）

～ ボランティア活動に触れてみよう 〜

高岡市ボランティアセンター
（高岡市ふれあい福祉センター内）

〒933-0935　博労本町4番1号
ＴＥＬ 0766（21）7883
ＦＡＸ 0766（22）3139

volunteer@takaoka-shakyo.or.jp

ボランティア
情 報
2017年1月

平成28年度 ボランティア大学
「ボランティア養成講座」を開催します。

平成28年度

アクティブシニアボランティア養成講座
●●●●●●受講生募集中

高岡市ボランティア
センター

� （高岡市ふれあい福
祉センター 2階）

Tel 21-7883　Fax
22-3139

E-mail : volunteer@

� takaoka-syakyo.or
.jp

各講座とも、お申込
み･お問い合わせは…

参加無料

第11回  高岡市ボランティア広場  開催

福祉大会の場以外で受賞された
登録ボランティアの皆様です。
•いきいき脳トレクラブ
　　「いきいきとやま健康と長寿の祭典
� 内閣府表彰」
•人形劇団どんぐりコロコロ
　　「富山県功労表彰」
　　「子育て支援とやま賞」
•バルーンアートつくるんズ
　　「中日ボランティア賞」

受賞おめでとうございます

参加無料
〈申込順〉
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　地域女性ネット高岡は、①心温まる地域づくり ②支え合う豊かな地域づくり 
③安心・安全心豊かな地域づくりを目標に揚げ、活動に取り組んでおります。
　今年度の女性リーダー研修では、多彩な講座を実施し、視野を広める取組をし
ております。「防災講座」では、高岡市福岡防災センターで、災害に対しての日
頃の備えを再確認し、安心・安全な生活を守る為の知識を習得しました。
　富山県では昆布消費が全国一であることから、歯舞昆布を使用した「昆布料理教室」は、日頃の昆布料理の巾を広めていただく
機会となりました。「県内研修」は、黒部市にあるYKKの工場見学や、食品加工工場などの訪問もし、秋の宇奈月を満喫しながら、
会員相互の交流、親睦も図りました。また、各関係機関及び団体と連携したボランティア活動としては、今年度発足した「エコラ

イフを楽しむ市民の会 高岡」において、ゴーヤを育て環境に優しいグリーンカーテ
ンを広めるとともに、収穫したゴーヤを使った料理も楽しみました。市の海岸清掃
や古城公園清掃等にも会員一同積極的に参加し、微力ではありますが地球温暖化や
環境美化の課題に、継続して取り組んでいきたいと思っております。
　地域女性ネット高岡では、一つ一つの活動を大切に、意義ある活動となるよう、
これからも地域の皆さまのご理解、ご協力を頂きながら、前進してまいりたいと思
います。� （地域女性ネット高岡　米澤 陽子　記）

これからよろしくお願いします
新規登録ボランティア（平成28年10月～ 12月）

か お り ー ず
心やすらぐひとときを音楽やトークで提供します。
� （ギターや歌。主に歌謡曲や童謡）

全国PHP友の会高岡
養護施設、日本赤十字社等への寄付活動の中、海岸・公園の
清掃活動、古切手収集等を行う。

Ｓ Ｏ Ｇ Ｏ
森林の下草刈り等の整備活動や、福岡町沢川地区における２
つのフィールドの整備活動を行っている。

高岡圏域放課後等デイネットワーク
高岡圏域の障害福祉の支援網に繋がっていない障害児及び親
を中心にした療育相談等の支援活動を行う。

おもちゃの図書館
（高岡市ふれあい福祉センター2階）

〇毎月第1･第3月曜日に人形劇の上演!

〇毎月第2月曜日はリズムにのってあそぼう!
楽しい（手あそび）
　　うれしい（親子あそび）
みんなで（友だちあそび）
　　元気に（運動あそび）
　　　力いっぱい（歌あそび）
　　　　♡ ♡ ♡ ♡ ♡

開　催　日 時　間

※入場は無料。
　祝日はお休み
　します。

1月	16日
10：30〜11：302月	 6日	・13日	・20日

3月	 6日	・13日

ボランティアグループ
おもちゃ病院ぺんぎん が
ご相談をお受けします。

　おもちゃ病院ぺんぎんでは、こわれたおも
ちゃの診断と簡単な治療を行います。治療費
は無料ですが、部品が必要なときは部品代の
負担をお願いします。
開 催 日 時　間 場　所

1月20日㊎ 10：00〜12：00 高岡市福岡子育て支援センター
� （子育てサロン）

1月21日㊏ 13：30〜16：00 ボランティアセンター

2月10日㊎ 13：30〜16：00 高岡子育て支援センター
� （御旅屋セリオ8階）

2月18日㊏ 13：30〜16：00 ボランティアセンター

2月28日㊋ 10：00〜12：00 高岡市野村児童センター
� （ひなまつり会）

3月18日㊏ 13：30〜16：00 ボランティアセンター

催 相し 談

問合先▶人形劇団どんぐりコロコロ ☎24－0559

みんな
　いっしょ

に

あそびま
しょう!!

こわれちゃった、
想い出や愛着のある

“おもちゃ”はありませんか？

　毎年1月を『いねむりはがき目ざまし運動強化月間』として、書き損じや
未使用の官製はがき(年賀はがきや往復はがき等を含む)のご寄付を、小学校、
中学校、高等学校等を通じて、幅広く市民に呼びかけています。ご寄付いた
だいたはがきは、郵便局で切手に交換し、社会福祉協議会のまちづくり事業
や国内のボランティア団体等への支援に活用しています。

『いねむりはがき
� 目ざまし運動』

ご協力くださ
い!

「地域女性ネット高岡」の活動について

『いねむりはがき
� 目ざまし運動』に
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社会福祉事業の推進には皆様の社協会費を使わせていただいております。ご協力ありがとうございます。
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● ● ● ● 生 き が い 倶 楽 部
　ふれあい福祉センター１階において、次の相談業
務を行っています。

福祉相談�······················································
　実施日時　毎週水･木曜日　午後１時〜４時
　相談内容　生活、福祉問題全般について
　相 談 員　民生委員児童委員
※祝日、８月15日及び12月29日から翌年１月４日は休み
です。

　また、上記以外にも、相談員の都合により実施できない
ことがあります。

行政相談�······················································
　実施日時　毎月第４金曜日　午後1時30分〜 4時
　相談内容　行政への意見提案などについて
　相 談 員　富山行政評価事務所行政相談委員

消費生活相談�···············································
　実施日時　毎月第４金曜日
　　　　　　　午後1時30分〜 3時30分
　相談内容　商品やサービスなど消費生活一般について
　相 談 員　消費生活相談員

【上記の相談のお問い合わせ】
高岡市福祉相談センター

Tel 2
フ

5
イ

–
の

7
ナ

8
ヤ

3
ミ

5
ゴト

秘密厳守、お気軽にご相談ください。

　こぶし荘では毎週月曜日に生きがい倶楽部を開催し
ています。午前中は脳トレなどのおらっちゃいきいき
教室に参加して、午後からは舞台鑑賞をします。昼食

と入浴もあります。高岡市内に住む70歳以上の方であれば誰でも参
加できます。皆さまの参加を心よりお待ちしています。

◦対象者　市内に住む概ね70歳以上の方
◦参加費　700円（入浴、昼食代含む）
◦持ち物　タオル
◦定　員　50人
　申込み▶こぶし荘  Tel 31–2888
　問合先▶福岡支所  Tel 64–8114

おらっちゃいきいき教室 舞 台 鑑 賞

１
月

16日 軽 体 操（三輪） うたごえ喫茶� （カラオケ）

23日 笑いヨガ（沼田） 法話� （麻生達乗 先生）　

30日 軽 体 操（三輪） さ～ちゃん一座� （踊りなど）

２
月

6日 脳 ト レ（池田） うたごえ喫茶� （カラオケ）

13日 脳 ト レ（池田） ザ･あんぽんたん� （各種演芸）　

20日 軽 体 操（三輪） 津軽三味線高岡訓若会

27日 軽 体 操（三輪） 講習会�（福岡地域包括支援センター )

３
月

6日 脳 ト レ（池田） カトレア会� （大正琴演奏）

13日 脳 ト レ（池田） 民舞踊豊之会� （民謡、踊り）

27日 軽 体 操（三輪） 喜代の会� （唄・踊り）

無 料 相 談 生 き が い 倶 楽 部
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　高岡市社会福祉協議会では、市民みなさまの福祉活動への協力と参加を
すすめるため賛助会員制度があります。本年度も
福祉施設、団体、企業のみなさまから85件、
1,765,000円(平成２８年１２月13日現在)の
賛助金をいただきました。
　ご協力いただきました賛助会費は当協議会
の福祉事業へ活用させていただきます。誠に
ありがとうございました。

あしつきふれあいの郷、雨晴苑、憩いの家、アルテン赤丸、㈱エムテーラ
ンチ、小野医療器㈱、かたかご苑、香野苑、㈲北日本警備保障社、介護
老人保健施設きぼう、ケアホームみどり、校区社会福祉協議会、特定非営
利活動法人工房ジョ・イン、小間印刷㈱、㈱サンシステム、JA高岡女性部、
塩谷建設㈱、志貴野苑、老人保健施設しきのケアセンター、志貴野長生寮、
志貴野ホーム、新生苑、㈱スリーティー運輸ヘルスケア事業部、だいご苑、
高岡愛育園、高岡交通㈱、高岡市医師会、高岡市きずな子ども発達支援
センター、高岡市きずな子ども発達支援センター保護者会、高岡市更生保
護女性会、高岡市歯科医師会、高岡市児童クラブ連合会、高岡市身体障
害者協会、高岡市地域活動クラブ連絡協議会、高岡市手をつなぐ育成会、
高岡市長生寮、高岡市農業協同組合佐野支店、高岡市保育士会、高岡市
保育所･認定こども園連盟、高岡市保護司会、高岡市母子寡婦福祉会、高
岡市ボランティア連絡協議会、高岡市民生委員児童委員協議会、高岡商工
会議所、(公財)たかおか女性アカデミー、高岡市連合自治会、高岡市老人
クラブ連合会、高岡信用金庫本店、高岡地域精神障害者家族会あしつき会、
地域活動支援センターふきのとう、地域女性ネット高岡、長寿苑、社会福
祉法人手をつなぐ高岡、はるかぜ(高岡南福祉会)、社会福祉法人伏木会、
藤園苑、二上万葉苑、鳳鳴苑、㈱ホクタテ、北陸労働金庫高岡支店、老
人保健施設やすらぎ� 〔12月13日現在〕（敬称略、五十音順）

賛助会員名簿

　　　賛助会員は、高岡市社会福
祉協議会の趣旨、活動に賛同

していただける市民や企業のみなさまに、
会費を納めていただき、地域福祉事業の
実施について、ご支援をいただくもので�
す。ご協力いただきました賛助会費は、
地域に還元できる事業に活用させていただ
きます。

賛助会費の主な使途
　◎高齢者・障害者の生活支援
　◎校区社会福祉協議会の活動支援
　◎広報紙の発行

〜〜〜 １日の流れ 〜〜〜
	 9：30	 受付
	10：15	 おらっちゃいきいき教室
	11：15	 入浴・歓談
		  昼食
	13：00	 舞台鑑賞
	14：45	 終了

※講師、出演者の都合により変更になる場合がありますので、ご了承ください。

	 個 人	 １口� 5,000円
	 法 人	 １口� 10,000円

賛助会員
とは？

賛 助 会 費
あ り が と う
ございました


